
    
 

 
 

 
 

 
 

 
 

           

 

                   

        

迎
賓
館
赤
坂
離
宮 

本
館
へ 

 

今
回
参
加
す
る
史
跡
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
５
人
と
ＯＢ

３
人
の
８
人

だ
。
大
宮
駅
に
１０
時
３０
分
に
集

合
後
、
最
寄
駅
の
東
京
・
四
ツ
谷

駅
を
め
ざ
し
た
。 

お
よ
そ
180
種
2
万
本
の
樹
木

に
囲
ま
れ
、
日
本
的
な
景
色
の
中

に
現
れ
る
重
厚
で
華
麗
な
西
洋
建

築
、
こ
れ
が
「
迎
賓
館
赤
坂
離
宮

本
館
」
だ
。
賓
客
の
場
合
は
、
正

門
か
ら
入
る
が
、
一
般
観
光
客
は 

             

 

        

正
門
の
脇
の
西
門
か
ら
入
場
す

る
。
各
人
の
持
物
な
ど
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
あ

と
、
本
館
に
入
り
順
路
に
従
っ
て

館
内
を
観
て
回
っ
た
。

 

 

別
名 

饗
宴
の
間 

と
呼
ば

れ
る 

『花
鳥
の
間
」へ
・・・  

 

最
初
の
間
は
、
別
名
「
饗
宴
の

間
」
と
も
呼
ば
れ
、
現
在
、
国

賓
・
公
賓
主
催
の
公
式
晩
餐
会
が

催
さ
れ
る
間
で
あ
り
、
最
大
お
よ

そ
１３０

名
の
席
を
設
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
「
花
鳥
の
間
」
と
い
う
名

は
、
欄
間
の
ゴ
ブ
ラ
ン
織
風
綴

織
、
壁
面
の
七
宝
焼
き
、
天
井
に

描
か
れ
た
３６
枚
の
油
絵
な
ど
に

花
や
鳥
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に

由
来
す
る
。 

 
 

 
(

詳
細
は
裏
面
参
照)

 

 

玄
関
ホ
ー
ル
か
ら 

『彩
鸞
（さ

い
ら
ん
）
の
間
」へ
・・・・ 

内
部
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、

そ
こ
は
別
世
界
。
中
央
階
段
を
登

り
つ
め
る
と
、
正
面
玄
関
の
真
上

が
「
彩
鸞(

さ
い
ら
ん)

の
間
」
に

な
る
。
主
に
晩
餐
会
の
招
待
客
が

国
賓
・
公
賓
の
謁
見
や
、
条
約
・

協
定
の
調
印
式
や
国
賓
・
公
賓
の

テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
際
に
使

用
さ
れ
る
。
大
鏡
の
上
と
マ
ン
ト

ル
ピ
ー
ス
の
両
脇
に
は
、
「
鸞(

ら

ん)

」
と
呼
ば
れ
る
霊
鳥
が
あ
る

こ
と
か
ら
「
彩
鸞
の
間
」
と
名
付

け
ら
れ
た
。 

(

詳
細
は
裏
面
参

照)
 

 

迎 

賓 

館 

の 

西 

側 
 

『羽
衣
の
間
』 

へ
・・・ 

 

迎
賓
館
の
西
側
に
位
置
し
、
広

さ
が
お
よ
そ
３００
㎡
の
「
羽
衣
の

間
」
は
首
脳
会
談
の
会
場
と
し

て
、
ま
た
、
在
日
外
交
団
が
国

賓
・
公
賓
に
謁
見
し
た
り
、
晩
餐

会
の
招
待
客
に
食
前
酒
や
食
後
酒

な
ど
を
提
供
す
る
た
め
に
使
用
さ

れ
。
２
０
１
４
年
４
月
の
ア
メ
リ

カ
合
衆
国 

オ
バ
マ
大
統
領
と
の

日
・
米
首
脳
会
談
な
ど
で
使
用
さ

れ
た
。
「
羽
衣
の
間
」
の
天
井
に

は
、
謡
曲
の
「
羽
衣
」
の
景
趣
を

描
い
た
、
２９０
㎡
に
も
及
ぶ
大
絵

画
が
描
か
れ
て
い
る
。
高
さ
お
よ

そ
３
ｍ
、
重
さ
お
よ
そ
８００
㎏
の

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
は
迎
賓
館
で
も
最

も
豪
華
な
も
の
で
、
お
よ
そ
７
０

０
０
個
も
の
部
品
で
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
。
両
側
の
壁
は
合
わ
せ

鏡
に
な
っ
て
お
り
、
ど
こ
ま
で
も

続
く
廊
下
の
よ
う
な
、
拡
が
り
の

あ
る
空
間
を
演
出
し
て
い
る
。 

 

(

詳
細
は
裏
面
参
照) 

 

こ
の
ほ
か
、
２
階 

南
面
中
央

に
は 

国
賓
・
公
賓
用
サ
ロ
ン
と

し
て
利
用
さ
れ
る
『
朝
日
の
間
」

が
あ
る
が
、
天
井
絵
画
等
の
内
装

の
改
修
工
事
の
た
め
、
平
成
２９

年
２
月
１５
日
か
ら
約
２
年
間

（
予
定
）
閉
室
し
て
見
学
で
き
な

い
。 

 

当
時
の
国
民
の
、
理
解
と 

深
い
寛
容
さ
が
あ
っ
た
・・・ 

「
外
交
の
舞
台
」
を
担
う
迎
賓
館

赤
坂
離
宮
。
明
治
４２
（
１
９
０

９
）
年
の
建
設
で
、
１０
年
か
け

て
完
成
し
た
。
総
事
業
費
５
１
０

万
円
は
「
現
在
の
５
０
０
億
か
ら

１
千
億
円
」
（
迎
賓
館
庶
務
課
）

に
相
当
し
た
。
明
治
天
皇
が
「
ぜ

い
た
く
だ
」
と
漏
ら
し
た
と
さ
れ

る
。
こ
れ
だ
け
豪
華
で
華
麗
な
建

物
が
建
造
で
き
た
こ
と
は
、
当
時

の
国
民
の
深
い
理
解
と
寛
容
さ
が

あ
っ
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
後
、
昭
和

に
入
っ
て
改
修
工
事
が
施
さ
れ
、

１
９
７
４
年
、
現
在
の
迎
賓
館
が

完
成
し
た
。 

  

私
た
ち
は
本
館
の
見
学
を
終
え

た
あ
と
、
咲
き
始
め
て
間
も
な
い

シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
や
記
念
樹
で
囲
ま
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～ 華 麗 さ  と  優 美 さ と ～ 

な
さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
。 

サ
ク
ラ
の
開
花
が
南
方
面
か
ら
聞
か
れ
る
３
月
１６
日(

金)

、
今
年
最
初

に
訪
問
す
る
場
所
は
「
迎
賓
館
赤
坂
離
宮
」
だ
。
迎
賓
館
は
明
治
４２
年
に

東
宮
御
所
と
し
て
建
設
さ
れ
た
日
本
最
初
の
洋
風
宮
殿
だ
。
日
本
が
国
際

社
会
復
帰
を
め
ざ
し
国
と
し
て
、
外
国
の
賓
客
を
も
て
な
す
施
設
の
必
要

性
が
高
ま
り
、
１
９
７
４
年
に
国
の
迎
賓
施
設
と
し
て
完
成
し
た
。 

館
内
に
入
る
と
、
魔
法
で
王
子
と
王
女
に
変
身
さ
せ
ら
れ
た
気
分
だ
。 

迎賓館赤坂離宮正門  

５月土曜日の史跡めぐりは、金山城跡(群馬県太田市)を予定しています。詳しい日程は後日決定しま

す。 



れ
た
主
庭
を
巡
り
、
最
後
に
本
館

の
前
庭
を
ゆ
っ
く
り
見
学
し
て
、

今
回
の
日
程
を
滞
り
な
く
終
了
で

き
た
。
当
日
は
小
雨
が
降
る
中
の

見
学
で
あ
っ
た
が
、
参
加
者
の
み 


